
古
活
字
版
の
時
代
は
お
よ
そ
五
十
年
で
終
息
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
僅
か
半
世
紀
の
間
に
源
氏
物
語
と
い
う
大
部
な
作
品
が
、
少
な

（
注
１
）

く
と
も
四
度
に
わ
た
り
、
そ
れ
も
活
字
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
全
く
異
に
し
た
も
の
が
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
伝
嵯
峨
本
・

元
和
古
活
字
本
・
寛
永
古
活
字
本
の
三
種
と
、
川
瀬
一
馬
氏
が
「
日
本
書
誌
学
之
研
究
」
あ
る
い
は
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
」
等
で
、
「
最

（
注
２
）

古
の
源
氏
物
語
刊
本
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
竜
門
文
庫
蔵
古
活
字
版
源
氏
物
語
（
以
下
、
竜
門
文
庫
本
と
略
）
で
あ
る
。

本
学
大
学
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
の
古
活
字
版
源
氏
物
語
（
以
下
、
黒
川
本
と
略
）
は
、
こ
の
竜
門
文
庫
本
と
同
版
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

し
か
も
竜
門
文
庫
本
が
五
二
帖
（
「
桐
壺
」
「
椎
本
」
欠
。
「
若
菜
」
「
明
石
」
「
澪
標
」
「
柏
木
」
「
宿
木
」
「
東
屋
」
補
写
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
蓬
生
」
一
冊
を
欠
く
五
十
三
帖
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
黒
川
本
に
つ
い
て
稿
者
は
か
つ
て
、
書
誌
と
本
文
的
位
相
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。
就
中
後
者
に
つ
い
て
は
、
伝
嵯
峨
本
や

元
和
古
活
字
本
と
と
も
に
、
こ
の
三
種
の
古
活
字
本
が
い
ず
れ
も
み
な
青
表
紙
系
で
あ
る
こ
と
。
し
か
し
伝
嵯
峨
本
と
元
和
古
活
字
本
が
青
表

紙
系
の
な
か
で
も
肖
柏
本
や
三
条
西
家
本
と
い
っ
た
室
町
期
の
本
文
に
近
い
の
に
対
し
て
、
黒
川
本
の
方
は
肖
柏
・
三
条
西
家
本
に
近
い
一
方

（
注
３
）

で
、
時
折
大
島
本
や
明
融
本
な
ど
に
も
近
接
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

調
査
報
告
十
三
Ｉ
三

黒
川
文
庫
蔵
「
古
活
字
版
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
解
題
拾
遺

上
野
英
子

1－



黒
川
本
の
「
乙
女
」
と

イ
「
薄
雲
」
前
表
紙
の
裏

く(口）
だ
が
そ
の
後
判
明
し
た
事
実
に
よ
り
書
誌
報
告
の
一
部
を
訂
正
す
る
必
要
が
で
て
き
た
こ
と
、
ま
た
前
稿
で
は
古
活
字
版
と
し
て
の
黒
川
本

版
面
の
特
徴
な
ど
に
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
今
回
改
め
て
「
解
題
拾
遺
」
と
題
し
前
稿
の
訂
正
と
若
干
の
補
足
を
試
み
る

次
第
で
あ
る
。

「
薄
雲
」
後
表
紙
の
裏

ヰ
チ
サ
ィ
ワ
レ
ラ
ニ
ョ

イ
フ
ハ
一
切
我
等
女

マ
シ
マ
ス
ナ
リ
不
可
柄
不
可
説
不
可
思
議
ノ

ク
ト
ク

タ
イ
ク

功
徳
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
カ
ス
カ
キ
リ
モ
ナ
キ
大
功

ト
ク

タ
イ
ク
ト
ク
ヰ
チ
子
ム
ミ
タ

徳
ノ
コ
ト
ナ
リ
コ
ノ
大
功
徳
ヲ
一
念
二
弥
陥
ヲ

ワ
レ
ラ
シ
ュ
シ
ヤ
ウ
エ
カ
ウ

タ
ノ
ミ
マ
ウ
ス
我
等
衆
生
二
迪
向
シ
マ
シ
マ
ス
ュ
ヘ
ニ

ク
ワ
コ
ミ
ラ
ィ
ヶ
ン
サ
ィ
サ
ム
セ
コ
フ
シ
ヤ
ウ
ヰ
チ
、
ン

過
去
未
来
現
在
ノ
三
世
ノ
業
障
一
時
ニ
ッ
ミ

・
ン
ヤ
ウ
チ
ヤ
ウ
・
ン
ユ

ト
ウ
シ
ヤ
ウ
カ
ク

キ
エ
テ
正
定
聚
ノ
ク
ラ
ヰ
マ
タ
等
正
覚
ノ

ク
ラ
ヰ
ナ
ン
ト
ニ
サ
タ
マ
ル
モ
ノ
ナ
リ
コ
ノ

ヰ
チ
サ
ィ
ワ
レ
ラ
ニ
ョ
ニ
ン
ァ
ク
ニ
ン
コ
ト

イ
フ
ハ
一
切
我
等
女
人
悪
人
ノ
事
ナ
リ
サ
レ
ハ

ヰ
チ
シ
ヤ
ウ
サ
ウ
ア
ク
ホ
ム
フ

カ
逮
ル
ア
サ
マ
シ
キ
一
生
造
悪
ノ
凡
夫
ナ
レ
ト
モ

「
薄
雲
」
の
二
冊
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
印
刷
さ
れ
た
用
紙
を
、
薄
い
表
紙
の
裏
に
貼
り
付
け
て
あ
る
。

（
一
）
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十三一三黒川文庫蔵『古活字版源氏物語』

ｊ｜
｜
「
乙
女
」
後
表
紙
の
裏

Ｉ ｊハ
「
乙
女
」
前
表
紙
の
裏

Ｉ

ク
ワ
ン

ナ
モ
ア
ミ
・
夕
フ
チ

ナ
リ
コ
ノ
願
ヲ
．
蚤
ロ
ウ
ル
ト
イ
フ
ハ
南
元
阿
弥
陀
佛
ノ

ナ
モ

ス
ヵ
タ
ヲ
コ
、
ロ
ウ
ル
ナ
リ
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
南
元
ト

ク
ヰ
ミ
ャ
ウ
ヰ
チ
子
ム
ト
コ
ロ
木
チ
ク
ワ
ン
エ
コ
ウ

歸
命
ス
ル
一
念
ノ
鹿
二
發
願
迦
向
ノ
コ
猶
ロ
ア
ル

タ
ニ
ョ
ラ
イ
ホ
ム
フ
エ
コ
ウ

ヘ
シ
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
弥
陥
如
来
ノ
凡
夫
二
迪
向
シ

ソ
レ
ニ
ョ
ニ
ン
ミ
コ
シ
ヤ
ウ
サ
ム
シ
ョ
ウ

夫
女
人
ノ
身
ハ
五
障
三
従
ト
テ
オ
ト
コ
ニ

マ
サ
リ
テ
カ
輯
ル
フ
カ
キ
ッ
ミ
ノ
ア
ル
ナ
リ

サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
一

二
行
あ
き
）

ト
モ
ァ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
タ
、
一
念
二
弥
陀
ヲ

・
ン
ユ
シ
ヤ
ウ

ホ
ウ
ト
ワ
ウ
シ
ヤ
ウ

タ
ノ
ム
衆
生
ハ
ミ
ナ
コ
ト
ノ
‐
、
ク
報
土
二
往
生

ス
ヘ
キ
コ
ト
ユ
メ
ノ
‐
～
ウ
タ
カ
フ
コ
魁
ロ
ア
ル
ヘ
カ
ラ

サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ア
ナ
カ
シ
コ
ノ
！
～

ミ
タ
’
一
ヨ
ラ
ィ
ヰ
チ
・
ン
ム
ヰ
チ
カ
ウ

弥
陥
如
来
ヲ
一
心
一
向
ニ
タ
ノ
ミ
マ
イ
ラ
セ
テ

コ
、
ン
牛
１
ウ

タ
マ

後
生
タ
ス
ケ
給
ヘ
ト
マ
ウ
サ
ン
モ
ノ
ヲ
ハ
カ
ナ

ウ
タ
カ
フ

ラ
ス
ス
ク
ヒ
マ
シ
マ
ス
ヘ
キ
コ
ト
サ
ラ
ニ
疑
ヘ
カ

ミ
、
杵
ぞ
／

ラ
ス
カ
ヤ
ウ
ニ
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ミ
マ
ウ
ス
モ
ノ
ニ
ハ

フ
力
・
ン
ヤ
ウ
フ
カ
セ
チ
フ
カ
シ
キ
タ
イ
ク
ト
ク

不
可
稗
不
可
説
不
可
思
議
ノ
大
功
徳
ヲ
ア
タ
ヘ

コ
ノ
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タ
イ
キ
ヤ
ウ
リ
ヤ
ウ
・
ン
ヨ
シ
ュ
シ
ヤ
ウ

マ
シ
マ
ス
コ
、
ロ
ナ
リ
コ
レ
ヲ
大
經
ニ
ハ
令
諸
衆
生

ク
ト
ク
シ
ヤ
ヴ
シ
ュ

ム
シ
〃
１
ラ
イ

功
徳
成
就
ト
ト
ケ
リ
サ
レ
ハ
元
始
巳
来
ツ
ク
リ
ト

ア
ク
コ
フ
ホ
ム
ナ
ウ

ク
ワ
ン
リ
キ

ッ
ク
ル
悪
業
煩
悩
ヲ
ノ
コ
ル
ト
コ
ロ
モ
ナ
ク
願
力

「
蓮
如
上
人
御
文
」
五
帖
目
の
一
文
で
あ
る
（
文
末
の
影
印
参
照
）
・
匡
郭
無
し
、
漢
字
片
仮
名
混
り
文
で
、
片
仮
名
に
よ
る
振
り
仮
名
付

ニ
ヨ
ラ
イ
ニ
ョ
ニ
ン
ア
ク
ニ
ン

き
。
片
面
七
行
、
行
一
七
字
前
後
。
版
心
は
綴
糸
で
隠
れ
て
不
明
。
「
如
来
」
「
女
人
」
「
悪
人
」
な
ど
と
い
っ
た
熟
語
で
は
、
「
来
」
「
人
」
の

終
筆
部
分
が
振
り
仮
名
の
列
に
か
か
っ
て
お
り
、
整
版
で
あ
ろ
う
。
真
宗
本
願
寺
十
一
世
顕
如
の
版
に
一
致
す
る
。
顕
如
は
天
文
十
二
年
（
一

五
四
三
）
生
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
寂
。
織
田
信
長
と
十
年
に
わ
た
る
石
山
合
戦
を
か
ま
え
た
人
物
で
あ
る
。

版
面
を
み
る
に
、
例
え
ば
ロ
の
四
行
目
「
マ
ウ
サ
ン
モ
ノ
ヲ
ハ
」
の
「
ヲ
」
が
「
ラ
」
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
龍
谷
大
学
蔵
の
顕
如
版
で
は

当
該
箇
所
は
「
ヲ
」
と
鮮
明
に
刷
ら
れ
て
い
る
。
黒
川
本
の
裏
貼
り
は
、
版
木
自
体
が
少
し
傷
ん
で
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
本
文
を

１
１
１
１

読
ん
で
み
る
と
、
順
序
は
ニ
ロ
イ
ハ
で
あ
る
が
、
文
章
は
連
続
し
て
い
な
い
。

く
く
く

前
稿
で
は
こ
れ
を
、
何
ら
か
の
意
図
に
基
づ
い
た
意
匠
か
と
捉
え
て
し
ま
っ
た
が
、
文
章
が
連
続
し
て
い
な
い
こ
と
、
表
紙
の
表
側
と
は
上

下
の
向
き
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
表
紙
自
体
は
非
常
に
薄
い
紙
を
用
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
表
紙
補
強
の
た
め
に
用
い
た
か
と
考
え

を
改
め
た
。

因
み
に
、
福
井
保
氏
の
「
古
活
字
版
の
校
正
係
」
（
書
誌
学
新
七
号
）
に
よ
れ
ば
、
日
光
天
海
蔵
の
寛
永
二
年
刊
随
身
紗
（
叡
山
活
字
版
）

の
表
紙
裏
貼
り
に
、
校
正
刷
り
二
葉
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
葉
に
は
校
正
係
の
墨
書
識
語
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
渡
辺
守
邦
氏

の
「
古
活
字
版
伝
説
」
（
日
本
書
誌
学
大
系
別
昭
和
六
十
二
年
青
裳
堂
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
表
紙
の
芯
紙
に
刷
り
損
じ
そ
の
他
の
印
刷
物

の
使
用
さ
れ
た
例
が
幾
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
ま
ま
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
表
紙
の
裏
貼
り
に
使
用
さ
れ
た
印
刷
物
が
、
校
正
刷
り
や
刷
り
損
じ
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
刷
版
と
製
本
と
が
同
一
所
で
行

－4－



黒川文朧職『11.l.i叶字版源氏物語」十三一三

あ
る
一
定
の
丁
毎
に
〈
活
字
を
組
む
〉
〈
印
刷
す
る
〉
〈
活
字
を
解
く
〉
と
い
う
作
業
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
行
程
を
繰
り
返
し
て
一
冊
の
本
を

仕
上
げ
て
ゆ
く
古
活
字
版
に
お
い
て
は
、
同
じ
活
字
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
当
然
起
こ
り
う
る
わ
け
で
、
黒
川
本
に
も
そ

う
し
た
事
例
が
あ
る
。
比
較
的
分
か
り
や
す
い
例
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。

２
同
一
活
字
の
使
用
例

１
印
面
の
印
象

わ
れ
た
と
い
え
よ
う
が
、
黒
川
本
の
場
合
は
未
だ
そ
こ
ま
で
の
断
定
は
で
き
な
い
。
顕
如
版
の
蔵
版
者
が
古
活
字
版
源
氏
の
作
成
も
試
み
た
の

か
、
顕
如
版
蔵
版
者
が
古
活
字
版
源
氏
を
入
手
し
て
、
独
自
に
表
紙
を
付
け
替
え
た
の
か
、
全
く
の
第
三
者
が
古
活
字
版
源
氏
を
入
手
し
て
、

顕
如
版
の
冊
子
を
裏
貼
り
に
用
い
た
だ
け
な
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
後
考
を
挨
ち
た
い
。

黒
川
本
・
伝
嵯
峨
本
・
元
和
古
活
字
本
・
寛
永
古
活
字
本
以
上
四
種
の
「
桐
壺
」
冊
を
並
べ
て
み
る
と
、
先
ず
気
づ
く
の
が
、
黒
川
本
の
丈

が
短
い
と
い
う
こ
と
、
印
面
も
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
表
紙
丈
の
寸
法
が
二
糎
程
度
短
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

ゆ
っ
た
り
し
た
印
象
を
受
け
る
の
は
、
黒
川
本
の
活
字
が
他
よ
り
大
き
く
、
活
字
の
組
み
方
も
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
因
み
に
他

の
三
本
の
片
面
行
数
が
十
一
行
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
黒
川
本
の
み
十
行
で
あ
る
こ
と
。
一
行
字
数
も
黒
川
本
十
九
字
、
伝
嵯
峨
本
二
十
字
、

元
和
本
十
三
字
、
寛
永
本
十
一
字
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
冒
頭
対
一
行
目
の
字
数
）
。
そ
の
結
果
、
他
の
三
本
が
い
ず
れ
も
二
十
五
丁
表
で
終
わ

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
黒
川
本
の
み
三
十
丁
裏
ま
で
要
し
て
い
る
。

次
に
古
活
字
版
と
し
て
黒
川
本
の
版
面
に
は
如
何
な
る
特
徴
が
あ
る
の
か
、
気
づ
い
た
点
を
列
挙
す
る
。

（
一
一
）
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女
御

給
ふ

大
納
言

い

よ 活
字
例〈

蒙
蒙
意
意

火 （
１
オ
①
）
（
岨
オ
⑦
）

（
２
オ
①
）
（
吃
ウ
⑥
）

（
ｌ
オ
⑩
）
（
躯
オ
⑥
）

（
１
オ
②
）
（
過
オ
⑤
）

鍋
畜
久
鋤
肩

使
用
箇
所

皿
丁
の
間
隔
。
肥
オ
⑥
の
「
大
納

言
」
は
別
の
活
字

創
丁
の
間
隔

皿
丁
の
間
隔

肥
丁
の
間
隔

備

考

－6－



十三一三 黒川文庫蔵「古活字版源氏物語』

３
活
字
の
組
み
方

次
に
、
活
字
の
組
み
方
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
黒
川
本
は
稚
拙
な
印
象
を
免
れ
な
い
。
原
因
を
推
測
す
る
に
、
ひ
と
つ
に
は
文
字
に
太
い

細
い
の
め
り
は
り
が
乏
し
く
、
逆
に
大
き
さ
の
方
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
し
か
も
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
に
適
切
さ
を
欠
く
場
合
が
多
い
か
ら
だ

「
へ
き
」
を
例
に
と
れ
ば
、
同
一
活
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
第
六
丁
目
と
第
一
四
丁
目
と
は
組
版
の
時
点
を
異
に
し
て
お
り
、
そ
の
間
（
八

丁
分
）
に
印
刷
と
活
字
の
解
体
と
更
な
る
組
版
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
徹
底
し
た
調
査
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
一

応
の
目
安
と
し
て
、
黒
川
本
は
八
丁
前
後
を
め
ど
に
活
字
の
組
み
替
え
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
た
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
で
あ
る
。

た
ま
ひ

御
覧

へ
圭
己

新
薪
薪

（
９
ウ
①
）
（
肥
オ
⑥
）

（
６
ウ
④
）
（
皿
ウ
②
）
（
妬
オ
②
）

（
２
オ
⑩
）
（
妬
オ
⑥
）

喝
丁
の
間
隔
。
５
ウ
①
の
「
御
覧
」

は
別
の
活
字

９
丁
の
間
隔

８
丁
・
皿
丁
の
間
隔
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い
つ
れ
の
御
と
き
に
か
女
御
更
衣
あ
ま
た
さ
ふ
ら
ひ
給
け
る
な
か
に
（
黒
川
本
１
丁
オ
①
～
②
行
目
）

と
い
う
場
合
（
詳
し
く
は
文
末
の
桐
壺
巻
頭
写
真
を
参
照
）
。

傍
線
部
ａ
の
く
だ
り
、
黒
川
本
の
「
と
き
」
と
「
に
か
」
は
そ
れ
ぞ
れ
連
綿
の
活
字
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
活
字
の
間
隔
が
開
き
す
ぎ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
そ
れ
は
活
字
を
彫
る
際
に
、
天
地
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
文
字
を
彫
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
「
と
き
」
の
地
辺
の
余
白
と
「
に
か
」
の
天

辺
の
余
白
と
が
隣
接
し
て
、
印
面
と
し
て
は
間
隙
が
明
き
す
ぎ
た
印
象
を
与
え
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
他
の
三
本
の
場
合
は
、
活
字
と

活
字
の
間
に
不
自
然
な
間
隔
は
な
く
、
間
隔
を
お
く
場
合
で
も
寛
永
本
な
ど
は
「
時
に
か
」
（
「
時
」
と
「
に
か
」
の
二
箇
の
活
字
を
組
む
）
の

後
、
す
な
わ
ち
読
点
に
相
当
す
る
位
置
に
置
い
て
い
る
（
こ
の
場
合
は
あ
え
て
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
た
も
の
か
）
。

傍
線
部
ｂ
の
く
だ
り
は
、
「
女
御
」
が
連
綿
で
小
振
り
な
活
字
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
続
す
る
「
更
衣
」
の
方
は
「
更
」
と
「
衣
」
い
ず

れ
も
一
文
字
単
位
の
大
振
り
な
活
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
他
の
三
本
の
場
合
は
「
女
御
更
衣
」
二
文
字
ず
つ
の
場
合
も
あ
れ
ば
連
綿

の
場
合
も
あ
る
も
の
の
）
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
統
一
さ
れ
て
い
る
。
物
語
本
文
が
「
女
御
更
衣
」
と
並
列
で
挙
げ
ら
れ
た
く
だ
り
で
あ
る
以

上
、
後
者
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
方
の
方
が
読
み
や
す
い
の
は
無
論
で
あ
ろ
う
。

ろ
う
。
例
え
ば

す
く
れ
て
時
め
き
給
ふ
（
黒
川
本
１
オ
③
行
目
）

の
く
だ
り
。
黒
川
本
は
「
す
く
れ
」
「
て
」
と
い
う
二
箇
の
活
字
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
が
、
両
者
の
間
隔
が
開
き
す
ぎ
、
し
か
も
付
属
語
の

「
て
」
に
い
き
な
り
大
き
な
活
字
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
副
詞
「
す
く
れ
て
」
を
「
す
ぐ
れ
、
て
…
…
」
と
誤
読
し
か
ね
な
い
。

あ
や
し
ふ
く
に
の
お
や
と
（
黒
川
本
加
ウ
⑩
行
目
）

の
く
だ
り
も
然
り
。
黒
川
本
は
「
あ
や
し
」
「
ふ
く
」
「
に
」
「
の
」
「
お
や
」
「
と
」
と
い
う
六
箇
の
活
字
を
使
用
し
て
い
る
。
「
あ
や
し
ぶ
。
く

ま
た
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
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黒)||文庫蔵『古活字版源氏物語』十三一三

４
誤
植

に
の
お
や
と
」
と
句
点
を
入
れ
て
読
む
べ
き
箇
所
に
連
綿
体
の
「
ふ
く
」
を
使
用
し
、
し
か
も
そ
の
前
後
の
活
字
（
「
あ
や
し
」
と
「
に
」
）
と

間
隔
が
開
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
去
乍
え
ハ
て
」
（
６
《

ど
が
そ
う
で
あ
る
。

あ
る
。 こ

と
ほ
ど
さ
よ
う
に
黒
川
本
は
、
文
意
に
添
っ
た
活
字
の
組
み
方
が
施
さ
れ
読
み
や
す
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
他
の
三
本
よ
り
少
々
稚
拙

で
あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

３
は
「
吹
て
」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
。
黒
川
本
に
は
後
代
書
入
れ
者
に
よ
っ
て
「
て
」
の
字
が
加
え
ら
れ
た
。
４
は
「
り
」
が
正
し
い
。
こ

の
く
だ
り
に
も
書
き
入
れ
者
の
本
文
訂
正
が
加
わ
っ
て
い
る
。

２
は
「
ハ
」
が
正
し
い
。
こ
れ
を
「
い
」
と
読
む
の
は
無
理
な
の
で
は
な
い
か
。
尤
も
黒
川
本
で
は
「
い
」
と
非
常
に
紛
ら
わ
し
い
「
ハ
」

の
活
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
、
ま
ま
あ
る
。
例
え
ば
「
う
へ
宮
っ
か
へ
し
た
ま
ふ
へ
き
ゞ
ハ
」
（
２
ウ
⑧
）
「
か
き
り
あ
れ
ハ
」
（
５
ォ
⑩
）

た
え
ハ
て
」
（
６
ウ
⑩
）
「
み
た
ま
ひ
ハ
て
す
」
（
皿
ウ
④
）
「
ゆ
き
か
ひ
侍
ら
ん
こ
と
ハ
」
（
皿
ウ
⑦
）
「
さ
ふ
ら
ふ
か
き
り
ハ
」
（
肥
ォ
⑩
）
な

３
か
せ
の
い
と
す
、
し
く
吹
草
む
ら
の
む
し
の
こ
ゑ
ｊ
、
も
よ
ほ
し
か
ほ
な
る
も
（
皿
オ
④
）

４
さ
ら
は
此
お
も
の
御
う
し
ろ
み
な
か
め
る
を
（
”
才
⑥
～
⑦
）

私
に
施
し
た
傍
線
部
分
、
１
は
「
さ
」
が
正
し
い
。
黒
川
本
に
は
源
有
長
の
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
あ
る
が
、
書
き
入
れ
に
も
そ
の
指
摘
が

黒
川
本
の
誤
植
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
は
、
次
の
四
例
で
あ
る
。

１
く
ら
つ
か
き
お
さ
め
と
の
、

２
た
え
い
て
給
ぬ
る
（
６
ウ
⑩
）
（
４
ウ
④
）
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「
此
み
こ
む
ま
れ
給
て
」
（
３
オ
⑥
）

す
く
す
」
（
Ⅱ
ォ
⑥
）
な
ど
が
あ
る
。

５
他
の
古
活
字
本
諸
本
と
の
位
相

最
後
に
、
他
の
古
活
字
版
源
氏
物
語
諸
本
と
の
比
較
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
し
よ
う
。

例
え
ば
黒
川
本
に
「
見
こ
」
と
あ
る
く
だ
り
（
３
ウ
①
）
、
元
和
本
と
寛
永
本
で
は
「
御
子
」
と
い
う
漢
字
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
仮
名
表

記
（
し
か
も
草
仮
名
を
混
じ
え
た
も
の
）
よ
り
は
、
意
味
喚
起
性
の
強
い
漢
字
表
記
を
用
い
た
方
が
読
み
や
す
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ

こ
で
漢
字
の
使
用
度
を
調
査
し
て
み
る
と
、
版
面
を
み
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
漢
字
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
黒
川
本
が
、

逆
に
四
種
の
古
活
字
本
中
最
も
使
用
度
の
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
「
桐
壺
」
冊
の
場
合
、
漢
字
の
使
用
回
数
（
熟
語
も
解
体
し
、
一
文
字
ず

つ
の
計
算
）
は
黒
川
本
が
一
○
一
五
、
伝
嵯
峨
本
が
一
○
四
六
、
元
和
古
活
字
本
が
一
二
五
一
、
寛
永
古
活
字
本
が
一
二
○
九
で
あ
る
。
元

和
・
寛
永
本
に
な
る
と
い
き
な
り
増
大
し
て
い
る
。

一
桐
壺
に
お
け
る
本
文
異
同
一

伝
嵯
峨
本

元
和
古
活
字
本

寛
永
古
活
字
本

ま
た
黒
川
本
に
対
す
る
他
の
古
活
字
版
本
の
本
文
異
同
は
以
下
の
通
り
。

な
お
、
紛
ら
わ
し
い
活
字
と
い
う
点
で
は
「
さ
」
に
似
た
「
ま
（
万
）
」
、
あ
る
い
は
「
す
」
に
似
た
「
ま
」
な
ど
も
あ
る
。
前
者
は
例
え
ば
、

恥
み
こ
む
ま
れ
給
て
」
（
３
オ
⑥
）
「
人
よ
り
さ
き
に
ま
い
り
給
て
」
（
３
オ
⑩
）
な
ど
、
後
者
で
は
「
す
こ
し
う
ち
ま
き
る
る
事
も
や
と
ま
ち

異
同
総
数三三

七四七
八七八

う
ち
漢
字
化
に
よ

る
異
同

§|言|垂
仮
名
遣
い
に
よ
る

異
同

垂'81豐

有
意
異
文

妾'41堂

誤
植
と
思
わ
れ
る

，
Ｊ

私
Ｌ
ｄ

四'五二
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十二一三 黒川文庫蔵『古活字版源氏物語』

点
を
補
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

黒
川
本
に
対
し
て
最
も
異
同
数
の
少
な
い
の
は
伝
嵯
峨
本
だ
が
、
そ
の
一
方
で
四
種
の
古
活
字
版
中
最
も
誤
植
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
伝
嵯

峨
本
の
組
版
の
美
し
さ
は
定
評
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
桐
壺
」
の
場
合
、
校
正
は
卿
か
甘
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
元
和
・
寛
永
本
に
な
る

と
異
同
総
数
こ
そ
激
増
す
る
も
の
の
、
そ
の
内
訳
を
み
る
に
、
漢
字
平
仮
名
等
表
記
法
に
よ
る
相
違
（
本
稿
で
は
黒
川
本
の
仮
名
表
記
を
漢
字

表
記
に
し
て
い
る
数
を
判
、
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
を
乱
と
し
て
計
上
し
た
数
値
を
掲
示
し
た
）
、
仮
名
遣
い
に
よ
る
相
違
な
ど
が
多
い
。
こ
れ
ら

を
省
く
と
、
異
同
数
は
伝
嵯
峨
本
の
そ
れ
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
く
な
る
。
版
面
を
見
る
に
、
元
和
本
と
寛
永
本
は
伝
嵯
峨
本
に
よ
く
似
て
い
る
。

椚
字
の
書
体
と
組
み
合
わ
せ
方
に
留
意
し
、
美
し
い
版
面
作
り
を
心
が
け
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
誤
植
に
も
留
意
し
て
、
伝
嵯
峨
本
の
欠

（
１
）
岩
波
の
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
源
氏
物
語
の
古
活
字
版
に
は
く
慶
長
古
活
字
版
（
伝
嵯
峨
本
）
〉
〈
元
和
古
活
字
版
〉
〈
寛
永
古
活

字
版
〉
〈
刊
年
不
明
の
古
活
字
版
〉
の
四
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
黒
川
本
は
未
紹
介
、
竜
門
文
庫
本
は
伝
嵯
峨
本
の
項
目
に
含
ま

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
刊
年
不
明
古
活
字
版
と
し
て
、
竜
門
文
庫
本
と
黒
川
本
を
あ
げ
、
伝
嵯
峨
本
・
元
和
九
年
本
・
寛
永
古
活
字
版
と

分
類
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
国
書
総
目
録
』
で
は
〈
刊
年
不
明
〉
と
し
て
京
大
本
と
東
大
本
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
京
大
本
は

虫
損
に
よ
る
閲
覧
禁
止
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
東
大
本
は
絵
入
源
氏
の
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
「
最
古
の
源
氏
物
語
刊
本
」
と
判
定
し
た
理
由
と
し
て
、
川
瀬
氏
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
「
…
本
書
と
同
種
の
活
字
を
以
て
印
刷

せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
に
、
徒
然
草
（
一
○
行
雲
母
摺
、
安
田
文
庫
蔵
）
が
あ
る
の
み
で
、
然
も
該
本
も
亦
本
言
（
稿
者
注
、
竜
門
文
庫
本
）

注
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（
３
）
阿
部
秋
生
・
‐

和
六
十
年
三
月
）

上
野
英
子

年
三
月
刊
）

と
同
じ
く
天
下
の
孤
本
で
あ
る
が
、
そ
の
活
字
の
様
式
を
見
る
に
、
平
仮
名
活
字
と
し
て
最
古
の
一
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
書

風
は
古
雅
で
、
光
悦
流
と
は
著
し
く
異
な
り
、
離
刻
に
稚
拙
な
趣
き
が
見
え
る
。
源
氏
物
語
の
刊
本
と
し
て
は
、
在
来
知
ら
れ
て
い
る
伝

嵯
峨
本
よ
り
も
古
く
、
最
古
刻
本
で
あ
っ
て
、
本
文
は
当
時
流
布
の
青
表
紙
系
統
本
で
あ
る
：
…
・
」
「
そ
の
後
、
黒
川
家
旧
蔵
書
を
一
見
し

た
る
折
、
こ
の
同
類
本
（
有
欠
）
を
発
見
し
、
本
書
の
補
写
の
部
分
の
刊
本
を
見
た
り
。
な
ほ
金
春
流
謡
本
鳥
飼
道
蜥
本
と
も
同
活
字
な

り
」
（
「
龍
門
文
庫
善
本
書
目
」
昭
和
五
十
七
年
）

）
阿
部
秋
生
・
上
野
英
子
「
調
査
報
告
十
三
古
活
字
版
源
氏
物
語
五
三
冊
」
（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
「
年
報
」
四
号
・
昭

「
調
査
報
告
十
三
’
二
古
活
字
版
源
氏
物
語
五
三
冊
」
（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
「
年
報
」
五
号
・
昭
和
六
十
一
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十三一三黒川文庫蔵「古活字版源氏物語」

、
ｌ
ノイ
「
薄
雲
」
前
表
紙
の
裏
貼
り

Ｉ

参
考
資
料

、
ｒ
』
蓼
介
，
禾
可
舗
禾
可
哉
禾
可
思
議
，
ノ
趣

ｉ
唖
宅
‐
鞠

勺
噸
叡

．
、
ぶ
ゞ
奉
徳
ザ
イ
フ
コ
サ
ハ
ガ
式
ガ
キ
リ
琴
綴
蜂
記
、
鋪
鋤
雪
《
抑

一
‐
錘
ノ
ョ
ｒ
ぶ
ふ
ん
護
今
／
慈
旱
落
胤

一塁

多
ア
ゴ
三
冬
矛
９

過
去
未
来

蓼
夛
灸
拳
無
勢
一
趣
捗

卜

千
一
卓
ノ

ニ
サ
タ
イ
池

簿
・
鐸
．
、
．
。
。

蕊

了
協
Ｊ
“
駒
謁
．
砂
参

る
峯
フ
釜
謬
デ
鞭
〆

ノ

鍵
苛
溌
悠
錘
鐡

鋸

口
辞
皇
室
画
〃

窪
紳
、
》
瀧
“

夕
壷
む
ふ
Ｊ
，
駐

サ
タ
イ
岬
‐
ゞ
》

遥
翻
焔
ナ
灘
ノ
等
ノ

評
・
屯
‐み
Ｊ
、

一
や
輿
《
雀
ヨ
ノ
幸
レ
ァ
ザ
〃
㈹
苧
．
一
、
．
》
》

云
蕃
ノ
紫
鐘
尋
参
参
議

亀
‐
鍋

ず
塗
奪
愚
典
今
一

学．
i

鯵
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ｊロ
「
薄
雲
」
後
表
紙
の
裏
貼
り

く

篭
ラ
ス
ガ
や
句
／
二
ゞ
的
カ
ノ
才
星
二
ケ
入
亨
〕

称
ノ
受

噸
黍
争
則
ア
ヵ
Ｌ
↑

燃
婦
乎
鮒
戒
ず
啓
畿
戸

魏
夢
陸

蚕
麺
竃
々
恥

堂

』#『
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十三一三 黒川文庫蔵『古活字版源氏物語』

、
、
Ｉ
Ｊ
ｒハ
「
乙
女
」
表
紙
裏
の
裏
貼
り

く
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ｊ二
「
乙
女
」
後
表
紙
の
裏
貼
り

く

一
参
り
雪
〃
零
コ
言
囎
ｉ
ィ
ｉ
豊
鼠

一
一

も

弍
缶
垂
秀
夕
竜
ノ
菱
、
亨
フ
鎚
遥
ブ
灘
；
靜

分
溺
髭
秀

鎮
雰
言
ア
嗣

箪
禿
慈
ノ
熟
曇

言
多
李
鶴
譜
ノ
尭
二
麓
↓
』

等
々
，
よ
み
ａ
ウ
ノ
卿
や
紛
ノ
ー
蓉
旬
》
」

錘
牽
竺
《
一
忽

重
手
案
壽
玄
ｙ
鐵
彰
／
大
挙
一
八
今
議

＆
勤
総
錘
牽
雑
ｒ
賑
ケ
河
，
サ
レ
ハ
辱
琴
鐸
溌
琴
永
寧
多
刻
〃
も
ｒ
Ⅲ
》

墨
壗
」
ジ
イ
リ
蕊
塞
電
ｆ
“
鐸
鍵蝿

ア
為
が
垂
ノ
水
ふ
学
務
〃

Ｆ
湛
墹
撒
頬
拶
ノ
記
卜
怠
ヅ
甑
〃
必
墜
噂
や
悪
ふ一

癖
蕊

1戸

－10－



十三 黒川文庫蔵『古活字版源氏物語』三

桐
壺
」
表
紙

1弓

l／－



一
一

「
桐
壺
」
１
丁
才

:;も煙繕譲＝i

漆､.？。’

灘’
t4#|

撫I

一㎡シ母瞭
蹴る廷

濫毒 つ
り
診
汁
Ｉ
ｊ
恥

４
９
１
１
４
９
１
１
Ⅱ
４
可
げ
り
１
．
、
ｑ
“
ｒ
ｐ
“
４
㎡
可
削
‐
占
空
》
誼
ｇ
Ｌ
Ｋ
Ｊ
ｉ
訪
師
５
８
〕
１
１
ｆ
ｆ
３
Ｉ
■
１
ｌ
ｌ
１
１
１
０
３
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
２
Ｆ
９

ｕ
●

み
《
ｆ
７
ｉ
ｌ
●
鯵
、
と
境
単
７
ヘ
ピ
ム
可
、
１
Ｊ
う
龍
．
〃
」
方
學
延
万
〃
●
嘩
引
ノ

ー
ノ
》
離
寿
了
う
～
ん
砿
？
一
転
密
ｘ
ｌ
の
蕗
噌
睡
捧
嘩
１
．
、
。
、
１
、
プ

蓉
唾
侭
唾
》
唾
詐
吻
睡
蔀
薙
ル
ア
￥
』

錘
入
念
舞
洋
』
～
、
侭
う
舩
鋒
一
両
り
権
が
？
《
擢
縢
》

厨

呵

入
叱
哩
。
．
，
７
入
へ
、
‐
蝿
く
賃
Ｌ
〉
〃
鼠
？
人
１
妙
叩
，
ｌ
づ
う
、
‐
・
必
撤
為
勾
・
鷺
●
＃
，
、
．
」

具
御
疹
炎
？
恋
７
ミ
バ
、

蛎
雪
Ｐ
ｌ
ｌ
ｈ
７
荊
吐
４
沙
一
八
」
″
、
ろ
ノ
ハ
ソ

ひ
准
々
″
う
諺
、
ん
埠
唾
峠
嶬

、

妙

暮
砲
Ｉ
ｉ
惨
鍵
』
秒
篭
蟻
雌
謬
、
蝋

毒

舞
鯏
郡
鍛
必
湯
泌
篭

ｗ
ｌ
ｎ
Ｂ
Ｉ
Ｊ
ノ し

タ
イ
ー
リ
ー
迄
；
の
久
謬
ぁ
蜘
華
？
；
、
や
と

う
ｊ
吃
あ
さ
峰
ふ
ゐ
上
や
つ
班
極
み
楡
嘩
引
、
と
犬

直ﾔつ

・
バ
ー
ン
ー
丑

乃
審
疫
や
、

エ
ニ
賜
昏
・
一
可
叱
心
鼠
〆
杁
分
噺
》
魁
ァ
ｊ
、
髭
〃
み
ふ
侭

鋼
卿
鯏
以
鞭
“
勺
夕
け

め
耐
Ｉ
く

●
Ｉ

唖 尾
勺

１
・
笛

ゾ
ム
〆
峨
ノ
エ

９
画
８
町
．
Ｉ
５
４
４
ｒ
Ｉ
ｆ
ｏ
１
ｆ
Ｐ
寺
４
４
Ｆ
ｆ
１
ｆ
ｇ
４
″
４
４
■
可
１
１
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｊ
１
Ｊ
４
８
ｆ
ｑ
。
Ｔ
ｉ
？
Ｊ
１
ｑ
・
・
・
Ⅱ

剛
涕
亨

今
ｙ
》

I迫
I

劉
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